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【きとっけ今庄 宿の市で新企画「クラフトマーケット」開催】
　今庄宿プロジェクト協議会では、おじいちゃん、おばあちゃんから子どもま
で楽しめる、小さな誘客イベントとして「きとっけ今庄 宿の市」を開催しています。
　次回 10月 29日（日）に開催される宿の市では、従来の今庄ならではの特産
品、各店のうまいもん販売に加え、新企画として手作り作品の対面販売を中
心としたこだわりのクラフトマーケットを開催します。
　アクセサリー、レザークラフト、雑貨、クラフトバンド、おもしろ刃物研
ぎなど多彩なおもてなし出展を予定しております。
　公徳園会場のほか、若狭屋で手打ちそば・タイ式マッサージ、カフェ木の
芽で手作りパンとコーヒーの提供やリアル宝探し企画「今庄シスト」も開催さ
れますので、皆さま、秋の今庄宿をご堪能ください。
　また、ご来場の際は駅前駐車場および旧今庄小学校跡地駐車場をご利用ください。
　宿の市に関するお問合せは、今庄宿プロジェクト協議会（℡ 45－0245）までお願いします。

■問合せ　観光まちづくり課　☎ 47－8013 きとっけ今庄 今庄宿プロジェクト 検索

羽根曽踊り
　羽根曽踊りは南越前町今庄が発祥で、現在も踊り継がれています。今から千年余り昔に、藤倉山光明聖寺
の南院に藤勝寺という古刹があり、その佛前で毎年「稚児の舞」が舞われていました。それが江戸時代にな
り参勤交代が行われ、今庄が宿場町として人の往来が激しくなった頃、いつしか宿場の踊りとなりました。
そこで旅人も今庄の人々と一緒に踊り明かしたとも言われています。これが今に伝わる「羽根曽踊り」です。
　羽根曽踊りの装束も宿場町の影響を受け、様々な装束から構成されています。その中には、武士・僧侶・
町人風・御女中姿等があり、あたかも当時の街道を歩いているものと錯覚してしまうかもしれません。
今庄羽根曽踊りは昭和 39年に福井県無形民俗文化財に指定されました。
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【杣山城史跡図】


